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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進 「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」 ～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

トンネル内 正面衝突
大型タンクローリーと乗用車
乗用車の男性、右腕骨折の重傷

すれ違う際に･･･どちらかが中央線はみ出し？
◇トンネル内は、見通しが悪いので、対向車線へのはみ出し注意しましょう◇

◇トンネル内では車間距離がつまりやすいので、注意しましょう◇
◇トンネルに入ると、目が慣れるまでよく見えない状態になるので注意しましょう◇

２０２５／１／１５（水）
１４日昼１２時２５分ごろ、富山県の能越自動車道のトンネル内で、男性（５１）の乗用車と、会社役員の男性（５２）

の大型タンクローリーが正面衝突しました。乗用車の男性が病院に搬送され、右腕骨折の重傷。タンクローリー
の男性にけがはありませんでした。事故の影響で現場は上下線が午後０時３５分から約４時間通行止めになりました
。現場は片側１車線の直線で、２台がすれ違う際、どちらかが中央線をはみ出したとみられる。

札幌 住宅街 丁字路交差点 路面凍結
軽乗用車が電柱に衝突

後部座席の女性が意識不明の重体 運転の男性重傷
◇凍結路面 スピードダウンと車間距離◇
◇急ブレーキ、急ハンドルは禁物 ◇

２０２５／１／１４（火）
１４日午前５時半過ぎ、札幌市清田区清田６条１丁目の住宅街の丁字路交差点で、軽乗用車が電柱に衝突しました

。警察によりますと、この事故で、車を運転していた男性と後部座席に乗っていた女性が病院に運ばれ女性が意
識不明の重体です。また、消防によりますと男性も重傷です。

午前７時 三差路 右折車にはねられ
散歩中 歩いて横断中の女性死亡

右折車を運転の男性が安全確認を怠ったとみて捜査
◇ショートカット右折をしない◇

◇ショートカット右折は、ミラーとピラーの「死角」をつくる、歩行者を「見落とす」◇
◇右折時は、「大きく曲がって」、ミラーとピラーの「死角」をつくらない◇

２０２５／１／１４（火）
１４日午前７時ごろ、福岡県の三差路で女性（５６）が歩いて横断しようとしたところ右折してきた乗用車にはね

られ病院に運ばれましたが、約１時間後に死亡が確認されました。乗用車を運転していたのは、男性（５１）で前
方の安全確認を怠ったとみて任意で事情を聞いています。


